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１．連合運動における生産性運動の位置づけ P.97



１．連合運動における生産性運動の位置づけ

１．雇用の維持拡大
生産性の向上は、究極において雇用を増大するものであるが、過渡的な過剰 人員に対
しては、国民経済的観点にたって、能うかぎり配置転換その他により失業を防止するよう、
官民協力して適切な措置を講ずるものとする。

２．労使の協力と協議
生産性向上のための具体的な方式については、各企業の実情に即し、労使が協力してこ
れを研究し、協議するものとする

３．成果の公正分配
生産性向上の諸成果は、経営者、労働者及び消費者に、国民経済の実情に応じて、公正に
分配されるもとする。

新しい時代にふさわしい生産性運動の深化

【生産性三原則】

P.98～99



２．職場における生産性三原則に基づいた協議の実態

１）雇用は維持されたのか

P.99～10１



２．職場における生産性三原則に基づいた協議の実態

２）生産性向上に対する労働組合の意識と新技術導入に向けた対応

労使協議の事前開催が明文化されている組合は、
雇用の安定（配置転換や転勤、職種転換なども含
む）に配慮することを明文化している割合が90.7%

P.101～104



２．職場における生産性三原則に基づいた協議の実態 P.101～104

〇今後のＤＸ、ＧＸへの対応に当たって必要なこと
・新技術導入に関する事前協議制を確立し、雇用への配慮を明文化する
・協議項目として、新技術導入に伴う賃金や労働時間との関係、新技術に対応する
ための適正な学習や研修の実施など「労働条件」と「職業能力開発」は必須



２．職場における生産性三原則に基づいた協議の実態 P.10５～10９

３）成果の公正分配の状況

〇成果の公正分配を求める賃金要求を決める要素は、物価との関係、自社やグループ
のおかれた環境、日本全体の生産性向上との関係など様々な状況を総合勘案。



２．職場における生産性三原則に基づいた協議の実態 P.10５～10９

３）成果の公正分配の状況

■年功重視型
年齢・勤続・学歴等個人の属性を重視

■職務重視型
職務・職責・役割等重視する職務・仕事
の内容を重視

■職能重視型
本人のもつ職務遂行能力を重視

■成果重視型
個人の成果・業績や目標達成度等仕事を
通じた成果を重視

■総合決定型
年功、職務、職能、成果を総合的に勘案し
て賃金を決定



２．職場における生産性三原則に基づいた協議の実態 P.10５～10９

人事考課制度の制度設計への労働組合の関与
は高いが、運用や評価のフィードバックには関
われていない割合が高い

評価の透明性、評価に対する組合員の納得性
を高めるには、労使で運用をチェックすること
が肝要と思われる。
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